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１ 勤務時間及び休暇等に関する事項

調査対象団体数…１，７８８団体

※調査対象者

(１)～(６)：一般職非現業職員のうち首長部局に勤務する職員

(７)～(８)：一般職に属する職員(警察・消防・教育公務員含む。)

（１）勤務時間の状況（平成２８年４月１日現在） 【表１（Ｐ５）】

（単位：団体）

区 分 団体数 週38時間45分 週38時間45分より長い

割合(%) 割合(%)

都道府県 47 47 100.0 0 0.0

指定都市 20 20 100.0 0 0.0

市区町村 1,721 1,714 99.6 7 0.4

合 計 1,788 1,781 99.6 7 0.4

（注) 首長部局に勤務する非現業の一般職員について調査したものである。

○ 勤務時間が週38時間45分（国と同じ）の団体１，７８１団体（前年比＋５団体）

○ 〃 週38時間45分より長い団体……… ７団体（前年比▲５団体）

（２）休息時間の廃止の状況（平成２８年４月１日現在） 【表２（Ｐ６）】

○ 休息時間を廃止済み又は平成２８年度中に廃止予定の団体

……………………………………………………１，７８７団体（前年比＋１団体）

（３）時間外勤務代休時間の導入状況（平成２８年４月１日現在） 【表３（Ｐ７）】

○ 時間外勤務代休時間の制度を導入済み又は平成２８年度中に導入予定の団体

……………………………………………………１，６９８団体（前年比＋９団体）

（４）年次有給休暇の使用状況（平成２７年） 【表４（Ｐ８）】

○ 年次有給休暇の平均使用日数………………………１０．８日（前年比＋０．１日）

（５）１回の病気休暇の上限期間の状況（平成２８年４月１日現在）

【表５、６（Ｐ９、１０）】

○ １回の病気休暇の上限期間が国と同じ（９０日）団体……１，５５６団体

（前年比＋１２団体）

〃 国と異なる団体……………… ２３２団体

（前年比▲１２団体）
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（６）主な特別休暇等の状況（平成２８年４月１日現在） 【表７（Ｐ１１）】

○ 国に制度のない休暇を設けている例

「夏季における休暇」「盆休暇」「メーデー」「祭り」を設けている団体が減少

１１６団体（前年比▲９団体）

（７）介護休暇の取得状況（平成２７年度） 【表８（Ｐ１２）】

○ 介護休暇を取得した男性職員………………… ７６５人（前年度比 ▲１人）

〃 女性職員…………………２，０３３人（前年度比▲２３０人）

○ 介護休暇の期間は、男性職員の５割強、女性職員の４割弱が１月以下

（８）育児休業等の取得状況（平成２７年度） 【表９（Ｐ１３）】

○ 育児休業を取得した職員（新規及び継続の合計）

…………………………………………９０，４３８人（前年度比＋３，２１３人）

○ 新たに育児休業を取得した男性職員… １，７０６人（前年度比 ＋４９２人）

〃 女性職員…３９，７４５人（前年度比＋１，８４８人）

○ 新たに育児休業取得可能となった男性職員…５８，１５０人

うち、育児休業を取得した男性職員……… １，２６８人

取得率………２．２％（前年度比＋０．７ポイント）

○ 新たに育児休業取得可能となった女性職員…４０，７７２人

うち、育児休業を取得した女性職員………３７，９９９人

取得率……９３．２％（前年度同率）

○ 新たに育児短時間勤務を取得した男性職員… ７０人（前年度比 ＋１１人）

〃 女性職員…２，８４８人（前年度比＋１１１人）

○ 新たに部分休業を取得した男性職員…… ６５２人（前年度比 ＋７２人）

〃 女性職員……１１，３８０人（前年度比 ＋８７３人）

（９）男性職員の配偶者出産休暇及び育児参加のための休暇取得状況

（平成２７年度）【表10（Ｐ１５）】

○ 男性職員の配偶者出産休暇取得率…………………………………………６８．２％

○ 男性職員の育児参加のための休暇取得率…………………………………２７．３％

○ 男性職員の配偶者出産休暇又は育児参加のための休暇取得率…………６７．６％

※ 附帯調査であり、一部数値については把握できず未計上
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２ 競争試験における受験者数、合格者数、競争率に関する事項（平成２７年度）

【表10、11 図１、２（Ｐ１５～１８）】

※調査対象者

人事委員会又は任命権者が実施した職員採用競争試験

(教育委員会が実施した教員採用のための選考は含まれない。)

（１）受験者数

○ 受験者数……………………………５３６，６２７人(前年度比▲１６，１３３人）

（試験区分別）

大学卒業程度試験………………３２０，５９１人(前年度比▲１５，２７７人）

短大卒業程度試験……………… ５９，６２９人（前年度比 ▲１，５０３人）

高校卒業程度試験………………１４３，４０１人（前年度比 ▲９７７人）

その他の試験…………………… １３，００６人（前年度比 ＋１，６２４人）

（団体区分別）

都道府県…………………………１９６，９８２人（前年度比 ▲３，７７２人）

市区………………………………３０３，０２９人（前年度比▲１２，０１３人）

町村……………………………… ３６，６１６人（前年度比 ▲３４８人）

（２）合格者数

○ 合格者数………………………………８１，９２０人（前年度比 ＋３，０４７人）

（試験区分別）

大学卒業程度試験…………………４７，０６３人（前年度比 ＋１，５２６人）

短大卒業程度試験…………………１３，０７０人（前年度比 ▲２０人）

高校卒業程度試験…………………２０，００８人（前年度比 ＋１，１４０人）

その他の試験……………………… １，７７９人（前年度比 ＋４０１人）

（団体区分別）

都道府県……………………………３２，２２２人（前年度比 ＋１，１９１人）

市区…………………………………４３，２４３人（前年度比 ＋１，５５３人）

町村………………………………… ６，４５５人（前年度比 ＋３０３人）

（３）競争率

○ 倍率……………………………………………６．６倍（前年度比▲０．４ポイント）

（試験区分別）

大学卒業程度試験…………………………６．８倍（前年度比▲０．６ポイント）

短大卒業程度試験…………………………４．６倍（前年度比▲０．１ポイント）

高校卒業程度試験…………………………７．２倍（前年度比▲０．５ポイント）

その他の試験………………………………７．３倍（前年度比▲１．０ポイント）

（団体区分別）

都道府県……………………………………６．１倍（前年度比▲０．４ポイント）

市区…………………………………………７．０倍（前年度比▲０．６ポイント）

町村…………………………………………５．７倍（前年度比▲０．３ポイント）
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（４）男女別

○ 男女別

（受験者）

男性………………３４４，３７０人（前年度比▲１９，４２０人）(６４．２％)

女性………………１７６，３５７人（前年度比 ＋４，３２０人）(３２．９％)

不明…………………１５，９００人（前年度比 ▲１，０３３人）( ３．０％)

（合格者）

男性…………………４６，４９９人（前年度比 ＋５２７人）(５６．８％)

女性…………………３３，５９０人（前年度比 ＋２，６３６人）(４１．０％)

不明……………………１，８３１人（前年度比 ▲１１６人）( ２．２％)

（注） 受験者及び合格者の「不明」は、申込書に性別の記入欄を設けていない試験のため、性別が

不明のものである。

( )内割合は、各項目の全体に占める割合。

３ 安全衛生管理体制の整備状況に関する事項（平成２８年３月３１日現在）

【表12、13（Ｐ１９、２０）】

○ 総括安全衛生管理者の選任事業場率……… ９９. ８％（前年度比▲０．２ポイント）

○ 安全管理者の選任事業場率………………… ９９．０％（前年度比▲０．２ポイント）

○ 衛生管理者の選任事業場率………………… ９７．９％（前年度比＋０．４ポイント）

○ 安全衛生推進者等の選任事業場率………… ９５．１％（前年度比＋０．９ポイント）

○ 産業医の選任事業場率……………………… ９８．２％（前年度比▲０．１ポイント）

○ 安全委員会の設置事業場率………………… ９９．３％（前年度比▲０．３ポイント）

○ 衛生委員会の設置事業場率………………… ９６．３％（前年度比＋０．３ポイント）

４ 心理的な負担の程度を把握するための検査の実施状況に関する事項

（平成２８年３月３１日現在）

【表14、15（Ｐ２１、２２）】

○ 常時50人以上の職員を使用する事業場における心理的な負担の程度を把握するため

の検査実施事業場率…………………………………………………………………６．６％

○ 常時50人未満の職員を使用する事業場における心理的な負担の程度を把握するため

の検査実施事業場率………………………………………………………………… ８．２％

（注） 心理的な負担の程度を把握するための検査（以下「ストレスチェック」という。）は、１年以内

ごとに１回実施しなければならないこととされており、このことを規定する労働安全衛生法の

一部を改正する法律（平成26年法律第82号）及び労働安全衛生法の一部を改正する法律の施行

に伴う厚生労働省関係省令の整備に関する省令（平成27年厚生労働省令第94号）は平成27年12

月１日から施行されたため、平成28年11月30日までに第１回目のストレスチェックを実施しな

ければならないが、同法令の施行日から本調査の対象期間である平成28年３月31日までは４か

月間であることに留意する必要がある。


